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研究成果の概要（和文）：本研究は科学機器の歴史について、主に望遠鏡と顕微鏡に光をあて、イタリア・オランダ・
イギリスのケースに加え、フランスの事例の研究を行った。この研究では哲学機器とも呼ばれた数学機器や、望遠鏡と
四分儀を組み合わせた測地機器、また物理教育に使われた一連の力学機器などを検討した
その際、科学機器自体の歴史を基礎に、科学の組織化、いわゆるアカデミーなどの制度化についても検討を行った。科
学機器の歴史を通じて、科学史をより広く、また深い観点から検討するための基礎的な作業である。

研究成果の概要（英文）：This project had dealt with the History of Scientific Instruments.　We have 
carried out research on telescope and microscope, and also so-called "philosophical instruments", 
mathematical instruments. A preliminary result of this research project has published in a book, History 
of Science Instruments: Telescope and Microscope, ed. by Togo Tsukahara. In that, Nobuo Miura discussed 
about Italian Mathematica Instruments, with special reference to Galileo's geometric military compass; 
Hideto Nakajima contributed an article on Robert Hook's opitical instruments, and his astronomical 
research; Togo Tsukahara investigated 17-18th century instrument makers, and discussed Dutch "agency".; 
Sayaka Oki examined 17th century French geometry and map making by Cassini's. She gave sepcial emphasis 
on an innovative quadrant which attached telescope. Ryuji Hiraoka especially contributed to us on history 
of Japanese telescope and glass makers of Nagasaki.

研究分野： History of Science
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

 

研究の学術的背景 

本研究に関連する国内・国外の研究動向及び

位置づけ：望遠鏡研究・顕微鏡研究について

はそれぞれ、科学史の面から、国内外におい

て、多くの先行研究がある。ガリレオについ

ては言うまでもなく、ホイヘンスからニュー

トンに至る望遠鏡研究、またレーウェンフッ

クとスワンメルダム、そしてロバート・フッ

クに至る顕微鏡研究がある。これらは、いわ

ゆ る 「 科 学 器 具 の 歴 史 」（ hisotry of 

scientific instruments）として、重要なも

のとなっている。国外では、特に、オランダ

の科学史の文脈の中で、以下の 2冊が、それ

ぞれ、望遠鏡研究・顕微鏡研究にとって、画

期的なものとしてあげられる。 

これまでの研究成果を踏まえ着想に至った

経緯： 本代表は、オランダ科学史における

蘭学関連の研究を博士論文としてまとめ、そ

の後、科学と植民地、科学と帝国主義という

枠組みで、主にオランダ科学史の海外での展

開についての研究を行ってきた。 

蘭学の枠内でも、オランダからの望遠鏡・顕

微鏡の紹介と導入、そして日本での展開につ

いては、ハイライトである。さらに器具の歴

史について、応募者はこれまで、日本におけ

る気象観測機器（特に温度計と気圧計）の導

入について、詳細な研究を行ってきた。 

日本へのこれら機器の導入の淵源、前史を実

証面に加えて、科学史的な観点から分析する

のは、大きな価値があると考えられた。ヨー

ロッパ内でのこれらの展開に着目した 

 

２．研究の目的 

本研究は、これまでそれぞれ別の文脈で営ま

れていた望遠鏡および顕微鏡の科学史的な

研究を、 

イタリア・オランダそしてイギリスの文脈に

位置づけ、それら各国の科学者間の知的な交

流の中に位置づけることを意図するもので

ある。そもそもガリレオが望遠鏡を作成した

のは、オランダでの望遠鏡作成に刺激を受け

たものとされているし、レーウェンフックに

よる顕微鏡での観察結果が、イギリスのロイ

ヤル・ソサイエティに認められ世界化したよ

うに、当時の科学は国家・文化間を移動する

ことで大きな飛躍を得ている。またフランス

のアカデミーの役割（これもオランダのホイ

ヘンス）についてもこれを検討する。これま

での研究成果を発展させる場合の内容とし

て、これまでの研究は一定の成果をだしたが、

大きな問題に直面した。それは、ヨーロッパ

内部で、科学機器が「移動」するかたちで、

大きな展開をみせることをどう考えるか、と

いう点である。 

ガリレオが望遠鏡を「発明」した、という、

科学史では人口に膾炙されているエピソー

ドは、オランダの起源を示している。 

 

３．研究の方法 

 

いわゆる１７世紀科学革命論を下敷きには

するが、１７世紀科学史のインターナリズム

だけではなく、制度史的なところも入れたい

のと、フランスで活躍したオランダ人科学者

ホイヘンスをへて、ニュートンまで行きたい。

（これについては概要（３）のコンセプト・

マップを参照。） 

概念的には、「インストロメンタリゼーショ

ン」、「インスティチューショナリゼーション」

などをキーワードに、望遠鏡・顕微鏡につい

ての展開を検証する。 

オランダのレーウェン・フック、スワンメル

ダム（塚原の以下の９、および近年の業績一

覧参照）と、イギリス、ロイヤル・ソサエテ

ィやロバート・フックの関係について中島の

先行研究（以下の４・５・６）に照らしてゆ

く。さらに、イタリアの、「アカデミア・デ

ル・チメント」について、フィレンツェでの



資料（主に三浦が以下の仕事（１．２．３）

で検討しているが、本研究の代表塚原は、気

象学の関係から、温度計による気象計測の国

際ネットワークの構築という文脈からも検

討している）、三浦の検討これらの関心を引

き合わせて展開したい。 

フランスという語は直接は入らないがオラ

ンダでは「オランダ科学アカデミーの成立と

展開について」、という浩瀚な一書が、クラ

ース・ファン・ベルケルによって刊行されて

いる。それはもちろん、「オランダのナポレ

オン時代」、つまり、フランス占領期、に淵

源を持つので、隠岐の仕事（以下の７，８お

よび業績一覧の 2007 論文）と深い関連があ

る。 

１ 『ガリレイの 17 世紀 : ガリレイ, ホイ

ヘンス, パスカルの物語』、S. G. ギンディ

キン著 ; 三浦伸夫訳、シュプリンガー・フェ

アラーク東京 1996.6, , vi, 168p 

２  三浦伸夫、「ピサのレオナルドと 3 次

方程式」、『数理解析研究所講究録』、 1257, 

37-47, 2002-04 京都大学 

３  三浦 伸夫、「中世科学史の新地平」『思

想』、 (760), p73-91, 1987-10   

４  『ロバート・フック』、中島秀人著、

朝倉書店 1997.5 

５  『ロバート・フック ニュートンに消

された男』、中島秀人著、朝日新聞社 1996.11 

６  『ニュートン主義者とイギリス革命』、

マーガレット・ジェイコブ著 ; 中島秀人訳、

星雲社, 学術書房 1990.7 

７  Sayaka Oki,« L'aménagement de la 

Seine et l'Académie royale des sciences de 

Paris au XVIIIe siècle», in  Æstuaria, 

Collection Fleuves et archéologie, La 

rivière aménagée : entre héritages et 

modernité. Formes, techniques et mise en 

œuvre, Éd. ESTUARIUM, décembre 2005, pp. 

351-365. 

８   Sayaka Oki,  Les problème 

"économique" et l'Académie Royale des 

Sciences de Paris (1771-1790)", in De 

Zénon d'Elée à Poincaré. Recueil d'études 

en hommage à Roshdi Rashed. édité par Régis 

Morelon et Ahmad Hasnawi, Les Cahiers du 

MIDEO 1, Louvain / Paris, Ed. Peeters, mars 

2004, pp. 819-843. ISB: 90-429-1495-5. 

 

４．研究成果 

 

１２年度は「望遠鏡」の歴史研究に焦点をあ

てた。 

まずイタリアについては、三浦がヴェローナ

のトリチェリ博物館などの研究機関におい

て、科学器具の現地調査と関連資料の収集を

行い、一定の成果を得ている。 

オランダについては塚原の指導の下、協力

者・橋本寛子がライデン国立民族学博物館で

の資料調査(マッティ・フォレル氏)を行い、

司馬江漢の天文学関連の描写についての報

告会を開催している。 

フランスについては隠岐の協力も得て、文化

研究の観点から、小笠原および協力者の栢木

清吾・横山純が文化研究の会議(Crossroad 

2012)に参加し発表を行っている。 

イギリスについては中島が指導を行う協力

者・多久和理実がニュートン光学についての

研究会を行い報告している。この成果をマン

チェスターで 2013 年に開催される国際科学

史連合の大会で報告する予定である。 

また広島で開催された文化研究の会議(カル

チュラル・タイフーン)の席上、協力者・太

田淳(広島大学)とのセッションが開催され、

海賊のテクノロジーとしての望遠鏡という

観点について議論を深めた。この太田との協

力は科学史研究に東南アジア史のより実証

的な観点を齎すものであり、台湾での資料調

査によりVOCについての貴重な資料を入手し

た。(収蔵先:中央研究院人文社会科学研究中

心亜太地域専題研究専題中心)。この一部は



太 田 に よ っ て Kyoto-Cornell Joint 

International Workshop "Trans-national 

Southeast Asia : Paradigms, Histories, 

Vectors"、京大東南ア研「東南アジア交易史

における「長期の 19 世紀」」などに参加し報

告を行っている。  

 

１３年度の本研究プロジェクトはおおむね

順調に進んでおり、これまでに一定の成果を

得ている。 

なかでも研究協力の方向性として、中間的な

報告書を作成する方針で進んでおり、そのた

めの章割りや担当のテーマの設定などを、以

下のように行っている。 

０）塚原東吾：序論.１）三浦伸夫： 科学

機器（ガリレオの軍事コンパスの世界への波

及）、イタリア 17 世紀.２）中島秀人： 顕

微鏡とロバート・フック、18 世紀のイギリス. 

３）隠岐さや香： 科学アカデミーと科学機

器、18 世紀のフランス. ４）塚原： オラン

ダの「エージェント性」、17－18 世紀オラン

ダ. ５）平岡隆二：日本における科学機器、

日本。 

この方向性で今後のプロジェクトを展開し

てゆく予定である。特に望遠鏡の歴史につい

ては、ガリレオをはじめとして三浦・塚原が

進めており、また隠岐・中島の協力も得て、

一定の進展がみられた。 

なかでも海賊の望遠鏡については、羅針盤・

地図とともに、航海術と関連する技術として

使用されていたことなど、小笠原をはじめと

する研究者によって明らかになってきた。 

これらをはじめとする今年度の業績には、大

田淳（広島大学）および平岡隆二（熊本県立

大学）など、研究協力者の貢献も大きい。 

 

１４年度も、調査は順調に進行している。三

浦はイタリアを中心に、数学機器としての比

例尺の成立と伝搬についての小論を作成中

である。塚原はオランダでの光学機器コレク

ションの調査などを行い、同じ光学機器でも

望遠鏡から顕微鏡への技術的な際について

の検討を行い、一定の成果を得た。隠岐は「望

遠鏡付き四分儀」を開発したピカールの業績

と、それを継承して測地事業を行ったカッシ

ーニの業績に注目している。イギリスについ

て中島は、ロバート・フックの科学的業績を

詳細に再検討している。この研究プロジェク

トに協力をしている平岡は日本における光

学機器をたどり、堅実な史料調査を展開して

いる。 

このように現在は、中間報告書の作成が進め

られており、これはなかなか出来がいいので、

アウトリーチ用（一般向け）のものとしての

刊行も視野に入れて、今後の研究成果の最終

報告に向け、どのようｊに研究の到達点をど

のようにすり合わせるかを考えた検討に入

ることが現在までの研究実績である。 

また、中間報告書も、順調に作成が進んでい

る。中間報告書の最終的な作成、編集や図版

の整備、および図版についての版権などの検

討 

それに伴うアウトリーチ活動による検証、こ

の研究の成果について広く意見を世に問い

ながら、最終報告に向けてこれを還元させて

いく方向を模索する。 

補完的な調査・検討、および最終報告会（国

際シンポジウムを企画中） 

最終報告書の仕様の検討および決定を行い、

それぞれに研究成果を集成したあと、最終報

告書の作成に入りたい。 

各自の研究は、おのおのイタリア、フランス、

オランダ、イギリスおよび日本を中心に進め

ている。三浦はヨーロッパでの調査の成果と

して、イタリアを中心に、数学機器としての

比例尺の成立と伝搬についての小論を作成

中である。塚原はオランダでのローマン博物

館の光学機器コレクションの調査などを行

い、オランダの科学機器について、同じ光学

機器でも望遠鏡から顕微鏡への技術的な際



についての検討を行い、一定の成果を得た。

隠岐は「望遠鏡付き四分儀」を開発したピカ

ールの業績と、それを継承して測地事業を行

ったカッシーニの業績に注目して、新たな視

点を開いている。小笠原はイギリスにおける

視覚文化の問題に文化研究の観点から検証

をこころみており、今後の成果が期待される。

また同様にイギリスについて中島は、ロバー

ト・フックの科学的業績を詳細に再検討し、

ロイヤル・ソサイエティの科学実験機器の技

術的起源を追及している。この研究プロジェ

クトに協力をしている平岡は日本における

光学機器、とくに長崎におけるレンズ作成者

の系譜をたどり、堅実な史料調査を展開して

いる。 

このように三浦・塚原の海外での現地調査や、

国内外でのこの科研研究会のメンバーによ

る文献調査・史料・現物調査などさまざまな

歴史学的手法をとり、それぞれの専門領域で、

一定の成果につながる結果をだしている。こ

れらをもって現在は、中間報告書の作成が進

められているのだが、これは校正や編集上の

手もかなりいれてあるため、なかなか出来が

いいので、アウトリーチ用（一般向け）のも

のとしての刊行も視野に入れているが、今後

の研究成果の最終報告に向け、どのような仕

様をとるか、また研究の到達点をどのように

すり合わせるかを考えた検討に入ることに

している。以上が、現在までのおおまかな研

究実績である。 
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